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　本院は構想区域における基幹病院の一つとし
て、また急性期医療の拠り所として、長年にわ
たり、地域の医療需要に応えてきました。
　平成29年度もこれまでと同様に、地域の方々
に安心して安全な医療サービスを提供できるよ
う、医療機器の更新や施設・設備の改修などを
行ってまいりましたが、経常収支比率および医
業収支比率については前年よりも悪化するな
ど、大変厳しい状況となりました。
　今後も、多くの患者さんに頼られる地域の基
幹病院として存在し続けていくためにも、収支
改善に向けた分析を行い、病院経営が安定化で
きるように努めていきたいと考えています。
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2. 老朽化の状況

平均値 12,424 13,027 13,969 14,455 15,17155,265 56,892

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率と器械備品減価償却
率は全国平均とほぼ同じであることから、平均
的な年数で有形固定資産と器械備品の更新を行
なってきていると考えています。しかし、経常
収支比率が100%を切っている状況であるため、
更新費用については起債に依存している状況で
す。
　また、１床当たり有形固定資産も平均値を上
回っている状況であるため、今後は経営状況を
踏まえながら購入機器の選定や施設改修等の時
期を見極めていくことが必要であると考えてい
ます。
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Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　入院患者１人１日当たり収益は増加傾向にあ
りますが、病床利用率は全国平均を大幅に下
回っており、その結果、経常収支比率や医業収
支比率が悪くなるなど、病院経営は大変厳しい
状況になっています。
　また、職員給与費対医業収益比率や材料費対
医業収益比率も増加傾向にあるなど、費用に見
合った収益をあげられていない状況になってい
るため、その原因を分析し収支改善に努めてい
くことが喫緊の課題と考えています。
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※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性
　本院は長年にわたり、救急医療や災害医療および小児周
産期医療の中核病院として、地域の医療需要に応えてきま
した。また、平成24年には県央二次医療圏唯一の地域がん
診療連携拠点病院として国から指定を受け、県央地域のが
ん医療のけん引役として治療や活動に努めています。
　これらのことから、本院が地域から求められる役割は、
構想区域における基幹病院の一つとして、また急性期医療
の拠り所としてあり続けることであり、その機能の充実と
強化に努めていかなければならないと考えています。
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【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 30 対象 透 未 訓 ガ 救 臨 が 災 輪 - - 403

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 400床以上～500床未満 非設置 403

経営比較分析表（平成29年度決算）
神奈川県大和市　市立病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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